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 8 月 24 日（金）と 25 日（土）の両日、新潟県長岡市を中心に新潟県内各地で開催さ

れました日本 PTA 全国協議会研修大会新潟県長岡大会へ、松江市 PTA 連合会を代表し

参加させていただきました。 
 24 日は新潟市の朱鷺メッセにて開催されました特別第２分科会（文部科学省協力：今

後の教育の方向性・PTA の皆さんに期待すること）へ参加し、基調講演や 1200 人全員

でのワークショップ等が行われ、今後の教育行政の在り方や方向性、そして日頃の PTA
活動に対しまして地域といかに連携をしているかについて、皆さんと情報交換を致しま

した。全国各地でも子どもの授業や見守り活動などで地域の協力を戴ながら、同じよう

な課題や悩みを抱えながら活動をしている様子が良く判りました。 
 25 日は長岡市にて全体研修会が行われ、基調講演として新潟県三条市出身の俳優の高

橋克実さんが、『人生何歳からでも挑戦すること。身近なところから挑戦すること。と

にかく楽しくすること。少々財産を失っても、挫折したとしても次を見て進むこと。ま

あ良いだろうと楽観的に考えて、とにかくやり続けることが夢を叶えることかと思う。』

と熱く訴えられ、会場の参加者も聞き入ってしまうほどでした。 
 子どもたちのために、今回の研修大会で学んだことを取り入れ、活かしていきたいと

思います。 
 

                        


